
　

  市民の皆さんにお会いする場やこの市長メッセージで、私
が今一番気になっていることやお願いしたいことをお伝えし
ています。　
　今年３月31日、政府の中央防災会議の有識者で構成され
た作業部会が、南海トラフ地震の新たな被害想定をまとめた
報告書を公表しました。最大死者が約29万８千人と、前回
（平成24年）の32万３千人から10年経ちましたが、わずか
８％しか減らせていないという結果となり、衝撃を受けた
方、驚いた方も多く、特に自治体では、努力してきたのに効
果が表れていないと落胆の声も上がっているところもあるよ
うです。
　しかし、報告書では、予測される被害は甚大ですが、浸水
想定地域の住民全員が地震発生後、早期に避難を開始すれば
津波による死者数は21万５千人から７万３千人と、７割近
く減らせるとなっています。さらに、耐震化率も100％であ
れば、揺れによる全壊棟数は35万９千棟と、こちらも７割
減少するとなっています。
　つまり、意識一つで被害を大幅に減らすことができるとい

うことです。和歌山県は、対策も進み最大死者数が６万５千
人と多いですが、当初想定より1万5千人減と全国最大の減
少幅となっています。
　作業部会の名古屋大の福和伸夫名誉教授も「南海トラフ地
震は、国民の約半数が被災する国難だ。今回の想定は、国民
一人ひとりが「自らの問題だ」と考えるチャンスにもなるだ
ろう。」と話しています。
　また、高知県の濵田知事も「最大クラスの地震が発生した
場合、発生直後は、消防や警察、自衛隊を総動員してもすぐ
には救助が全体に行き届かない。行政組織も職員自身が被災
者となるうえ、平時とは桁違いの作業が発生し、手が回らな
い。被害を減らすには、一人ひとりが耐震化や家具の固定、
食料や水の備蓄、避難経路の確認などの準備をすることが最
も重要なポイントだ。あらゆる機会を通じて広く説明をして
いきたい。」とマスコミの取材に答えられています。
　私も同じ思いであり、市長就任から５年、このことに取り
組んできたところです。
　今回の報告書の公表を受けて、ただ驚くのではなく、この
数字の意味を正しく理解したうえで、悲観しすぎず、楽観も
しすぎず、「正しく恐れる」ことが重要です。そして今一
度、一人ひとり命の大切さを改めて考えていただき、できる
こと、やらなくてはいけないこと、そして備えの再確認をど
うかお願いいたします。

御坊市長　三浦　源吾
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ひとの動き（外国人住民を含む）■総人口　20,888（－15） ■男　9,937（－５） ■女　10,951（－10） ■世帯数　10,715（+１）
御坊市ホームページ　https://www.city.gobo.lg.jp/　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ※令和７年５月末　（　）内は前月比

Jul.2025Jul.2025

ごぼう
広報

人と自然が調和し、笑顔と活力あふれる御坊人と自然が調和し、笑顔と活力あふれる御坊

ごぼう
広報

人と自然が調和し、笑顔と活力あふれる御坊

編
集
／
発
行
　
御
坊
市
役
所 

企
画
政
策
課 

秘
書
室
　
〒
６
４
４
ー
８
６
８
６
　
和
歌
山
県
御
坊
市
薗
３
５
０
番
地
２
　
☎0

7
3
8

ー2
3

ー5
5
3
6

　FA
X
0
7
3
8

ー2
3

ー5
0
7
7

　
印
刷
　
有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所

広
報
ご
ぼ
う

７７
No.532

 御坊市公式LINE友だち募集中‼

　次の二次元コードから読み込み、
友だち登録をお願いします。

　御坊市では、市民の皆様方に市政情報を迅速に
お届けするため、LINEを活用した情報発信に取り
組んでいます。
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み うら　　げん ご

P2-3 生まれる前から切れ目なく、
　　　　     子育てをサポートします

特集

P2-3 生まれる前から切れ目なく、
　　　　     子育てをサポートします
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